
Keyword

現代の５歳は30年近く前の３歳程度の運動能力に止まって
いるという調査結果が出されています。こうした現状を受け、外
部講師による「体育教室」などを実施する幼稚園、保育所が
多くなっています。しかし、「体育教室」実施園はそうでない園
よりも運動能力の育ちがよくないという調査結果もあります。身
体を思いっきり動かし、友だちと関わり、能動的に、知的機能
を積極的に行使するあそびの保育こそ、身体や心の発達につ

ながるといえます。
一方、「子どもが変わった、親が変わった」といわれるあそ

び・生活の変化に伴い、新たな実践課題が浮かび上がってい
ます。本研究では、発達課題、生活課題を踏まえながら、子ど
もたちがワクワク、ドキドキするようなあそびを幼稚園、保育所、
そして小学校の先生方と協働して探求しています。

ワクワク　ドキドキ
就学前の身体づくり実践の探求

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

就学前教育における体育的カリキュラムに関する研究
体育的活動の幼・保－小の接続に関する研究
途上国の就学前教育支援に関する研究

その他の研究テーマ

運動あそび、就学前教育、実践的指導力、幼保・小の接続

人間科学部
子ども教育学科

教授

鐘ヶ江 淳一

●運動あそびに関する保育の質
を高めたい！
●子どもたちと楽しく遊びたい！

研修の企画・運営：
実践を綴る→職場、研究サーク
ルで実践について語り合う→目指
す保育や子どもの姿を共有する

子育てサークルの支援、保護者
を対象とした子育て講座の企
画・運営

●動きがぎこちない、すぐ「疲れ
た」という、突拍子もないケガ
をする
●二極化、早教育、育ちそびれ

運動あそびを対象とした
実践的指導力

●五感をフルに使うあそびをじっくり、たっぷり積み重ねていくための指導
力を検討します。
　幼児期にこそ、「とりたてて」身につける（経験する）ことを探求します。

Point

行政の子育て支援
担当者

保育士・
幼稚園教諭

Keyword

本研究は、本学の子育て支援室の活動から、少子高齢化、
核家族化、人口減により喫緊となった子育て支援の新たな可
能性を明らかにするものである。開室時間（学年暦に基づき、
原則、月～金、9：30 ～16：30）から、未就園児の親子、特
に第1子と母親の利用が中心となるが、赤ちゃんと初めて安心
して出かけられる身近な場所、家事に煩わされず子どもとゆっ

くり遊び、親子の絆を強くする場所として、高い評価を得ている。
いわゆるカプセル保育、孤育ての軽減となるのはもちろん、定
期的利用による会員同士の自然なつながり、ひいては地域の
共同体意識も培われている。会員制なので、緊急事態宣言下
でも動画配信により継続した支援が可能となった。

九州産業大学 子育て支援室
会員制による地域に根差した子育て支援

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

絵本および素話（おはなし）と子どもの育ちをめぐる研究
児童文学を含む日本近代文学に関する研究

その他の研究テーマ

親のエンパワメント、会員制、専門職による支援

人間科学部
子ども教育学科

教授

上出 惠子

●赤ちゃんとでかける場所が身
近にない！

充実した施設と会員制で安心。
このような場所が身近にある地
域への信頼が生まれる。地域も
活性化する。

定期的に通い、遊ぶことで基本
的な生活リズムができる。常駐
の専門職や大学の研究者に相
談できる。

●子育て（とくに初めての）に不
安！

会員制
●ひとりひとりに合わせたきめ細かな支援が可能です。
●会員同士のつながりが専門職の支援とあいまって親のエンパワメントに効果的です。

Point

アンケート調査（2020年1月実施）から：

・いつも決まった方が来られるので、顔見知りになって嬉
しい。
・少人数でゆっくり過ごせる点が他施設と違う。
・子どもが毎回とっても楽しみにしている（もちろん私
も）。家では経験できない刺激を与えることができ、成長
に役立っている。私自身も息抜きの時間。先生から教わる
こともいつも勉強になる。
・先生にアドバイスをしてもらい救われた。子どもにも支
援室に通っているという帰属意識のようなものがうま
れ、自信がついたようだった。行き帰り、歩いていくこと
がかけがえのない親子の思い出になった。

子育て支援室の特徴

◎近隣の子どもプラザと差別化をはかり、子どもの生活リ
ズムをつくるために、週に2回程度利用する形式の会員
制である。

◎乳幼児の発達領域を考慮して、多様な遊びのスペースを
準備し、豊かな遊びができる環境構成をしている。

◎子ども教育学科の教員や学生等多様な世代が交流する
ための多様なプログラムがある。

◎学内に設置されているため、学食等の学内施設の利用、
水路周辺の日本庭園の散歩や子ども教育学科の花壇、砂
場等での戸外活動が体験できる。
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